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高岳製作所常務取締役

名古屋工場長

藤　川　晴　美　氏

送
電
線
に
故
障
を
生
じ
た
時
は
そ
の
送

竃
線
を
殺
し
之
を
接
地
し
な
け
れ
ば
送
電

線
の
故
障
の
修
理
点
検
が
出
来
な
い
。
接

地
し
て
修
理
完
了
し
た
時
こ
の
接
地
を
取

除
き
ほ
じ
′
め
て
断
路
燐
を
投
入
し
回
路
を

閉
じ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
時
接
地
の

取
除
き
を
忘
れ
て
断
路
器
を
没
入
す
れ
ば

送
電
線
の
接
地
事
故
と
な
り
、
又
閉
路
の

時
接
地
す
れ
ば
こ
れ
も
接
地
事
故
と
な

る
。
実
用
新
案
、
接
地
装
置
を
設
け
安
全

装
糧
を
施
し
た
程
上
開
閉
器
、
こ
れ
が
こ

の
重
大
故
障
を
防
止
す
る
た
め
考
案
さ
れ

た
も
の
で
、
－
断
路
器
が
開
路
に
な
っ
て
い

な
け
れ
ば
接
地
が
出
来
ず
、
接
地
し
て
あ

佐
藤
登
志
彦

激
∵
責
正
2
年
卒
）

感
論
難
露
霧
純

の
擬
群
発
鷺
舶

才
藻
繕
詩
語

／
0
　
す
∵
完
工
祝
賀
式
に
御

7
　
招
待
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
あ
い
に
く
と
感

冒
静
養
中
で
l
失
礼
を
致
し
ま
し

た
。
先
代
の
後
藤
喬
三
郎
先
生

が
御
存
命
な
ら
ば
御
満
足
如
何

計
り
や
と
拝
察
致
し
、
七
十
六

才
の
老
卒
業
生
も
感
無
量
で
あ

り
ま
す
。
お
か
げ
き
ま
で
私
共

同
窓
生
も
肩
身
が
広
く
な
り
ま

し
た
が
、
矢
場
町
の
小
さ
な
借

家
に
発
足
し
た
英
語
独
語
教
授

所
か
ら
名
古
屋
電
気
講
習
所
、

名
古
屋
電
気
学
校
、
そ
し
て
遂

に
電
気
大
学
と
い
う
大
発
展
は

創
立
者
喬
三
郎
先
生
は
も
ち
ろ

ん
、
現
後
藤
銅
二
先
生
の
す
ぐ

れ
た
御
手
腕
と
敬
服
致
し
て
お

り
ま
す
。
　
（
編
集
部
要
約
）

同
窓
会
本
部
で

支
部
長
会
議
を
計
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F
遡
放
送
や
発
雷
室
な
ど

新
実
習
館
建
設
進
む

同
窓
会
本
部
で
は
、
各
職
場

支
部
の
代
表
者
会
議
を
計
画
し

て
い
る
。
こ
れ
は
最
近
、
中
部

軍
刀
、
関
西
竃
力
、
東
海
電
気

通
信
局
、
名
古
屋
市
交
通
局
、

日
本
電
装
、
国
鉄
、
名
鉄
、
近

鉄
、
愛
知
竃
機
工
作
所
、
中
部

計
器
、
三
菱
竃
機
、
明
電
舎
、

高
岳
製
作
所
、
東
海
電
気
工
事

N
H
K
、
C
B
C
、
申
立
霞
機

等
々
の
各
職
場
の
各
事
業
所
の

同
窓
生
が
自
主
的
に
支
部
を
結

成
、
ま
た
は
強
化
発
展
し
ょ
ぅ

と
活
発
に
動
き
出
し
て
い
る
気

運
を
更
に
促
進
し
、
学
園
の
す

ば
ら
し
い
発
展
に
ま
け
な
い
よ

う
な
同
窓
会
を
つ
く
り
あ
げ
よ

う
と
し
て
開
か
れ
る

っ
て
一
本
部
の
理
事

の
選
出
、
エ
レ
キ
の

財
政
の
確
立
、

周
年
記
念
行
事
へ
の
参

が
議
題
と
な
る
模
様
で

本
学
園
と
深
い
関
係
に
ぬ
る
株
式
会
社

高
岳
製
作
所
の
常
務
取
締
役
藤
川
晴
美
氏

は
昨
年
十
二
月
六
日
、
多
年
電
力
ノ
線
路
開

閉
器
の
研
究
、
断
路
器
の
発
明
考
案
等
を

完
成
せ
ら
れ
て
電
力
業
罪
に
寄
写
さ
れ
た

功
績
に
よ
っ
て
紫
綬
褒
章
を
内
閣
か
ら
授

与
せ
ら
れ
ま
し
樽
。
ま
こ
と
に
慶
視
の
至

り
で
ぁ
り
ま
す
。

藤
川
氏
の
発
明
考
案

氏
の
主
な
る
発
明
考
案
に
つ
い
て
記
述

す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

柱
上
開
閉
器
　
特
詐
第
四
三
八
六
八
号

、
こ
の
発
明
は
一
人
で
軽
く
操
作
出
来
る

こ
と
に
そ
の
ね
ら
い
が
あ
り
、
大
型
特
に

大
竃
流
に
な
れ
は
な
る
ほ
ど
ブ
レ
ー
ド

（
可
動
接
触
部
）
の
操
作
は
極
め
て
重
く

な
る
が
ブ
レ
ー
ド
と
連
動
す
る
発
条
を
使

用
し
て
ブ
レ
ー
ド
の
自
重
と
発
条
と
を
完

全
に
平
衡
さ
せ
る
、
三
日
い
か
え
れ
ば
自
重

の
な
い
ブ
レ
ー
ド
を
操
作
す
る
こ
と
を
考

え
て
あ
る
の
で
操
作
は
一
人
の
力
で
充
分

で
か
つ
安
全
に
出
来
る
よ
う
に
な
つ
だ
。

こ
の
発
明
は
大
正
十
一
年
に
製
品
に
あ
ら

わ
れ
．
軽
操
作
の
断
路
器
と
し
て
竃
力
尿
に

絶
賛
を
博
し
た
。

実
用
新
案
　
第
一
〇
七
二
八
二
号

れ
ば
断
路
器
の
閉
路
が
不
可
能
に
な
る
よ

う
一
連
の
操
作
で
簡
蛍
に
之
を
完
遂
す
る

機
器
で
、
こ
の
発
明
に
よ
っ
て
故
障
を
防

止
出
来
、
人
命
保
護
上
か
ら
も
一
大
福
音

で
も
っ
た
。

雷
雲
開
閉
器
　
実
用
新
案
　
第
一
四
六

一
〇
二
号
　
こ
の
考
案
は
断
路
器
の
開
閉

の
順
序
及
び
し
ゃ
断
器
と
の
関
係
の
誤
り

か
卑
生
ず
る
重
大
な
故
障
を
防
止
す
る
目

的
で
作
ら
れ
た
装
置
で
、
し
や
断
器
が
開

路
状
態
で
な
け
れ
ば
断
路
器
が
開
け
な
い

F
M
ス
歩
ヂ
オ
、
発
変
電
室

な
ど
を
含
む
五
階
建
の
一
大
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
が
緑
の
若
水
ガ
丘

に
出
現
す
る
。
こ
れ
こ
そ
、
躍

進
の
一
途
を
た
ど
る
母
校
名
竃

の
新
実
習
紺
で
あ
る
。

こ
の

成
予
定

は
、
ぺ

水
車
エ

器
計
画
さ
れ
今
秋
完

ン
モ
ス
実
習
館
に

ン

、

フ

ラ

ン

シ

ス

シ
ゼ
ネ
レ
ー
タ
な

ガ
薄
霞
気
的
に
行
わ
し
め
る
も
の
で

る
。

たA
以
上
の
設
備

名
古
屋
電
気
大
学

華
々
し
ー
く
発
足
、

竃

翼

髪

欝

鴎

選

髪

待
望
の
電
気
大
学
は
工
学
部

電
気
工
学
科
と
し
て
去
る
四
月

二
十
日
め
で
た
く
最
初
の
入
学

式
を
挙
行
し
た
。

〝
初
心
忘
る
ぺ
か
ら
す
〟

後
藤
学
長
は
、
百
数
十
名
の

入
学
志
願
者
の
う
ち
か
ら
選
抜

き
れ
て
式
に
参
列
し
た
新
入
学

生
を
前
に
し
て
、
米
国
、
英
国
、

ソ
連
等
に
お
け
る
科
学
教
育

重
視
の
現
状
と
日
本
の
状
況
を

比
較
対
照
き
れ
て
、
新
入
学
生

の
奮
起
を
う
な
が
き
れ
、
更
に

学
園
の
歴
史
や
建
学
の
精
神

「
自
由
・
愛
・
正
義
」
に
つ
い

て
も
説
き
進
み
、
最
後
に
、
こ

の
日
の
初
心
忘
る
べ
か
ら
ざ
る

こ
と
を
さ
と
き
れ
た
。

な
お
、
新
入
学
生
の
内
訳
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

名
古
屋
市
内
　
5
7
名

（
県
立
）

旭
丘
4

名
西
1

中
村
1
（
市
立
）

菊
里
1

市
工
1
（
私
立
）

名
古
屋
2

南
山
2

犬
同
工
1

県
内
郡
部

4
一

明
和
3
　
松
蔭
3

惟
信
1
　
昭
和
1

両
陽
工
　
桜
台
4

市
工
芸
1

東
邦
2
　
愛
知
1

名
城
大
隅
高
1

－
名
竃
高
2
5

1
3
名

半
田
4
　
西
尾
4

津
島
2
豊
橋
東
2

安
城
2
　
尾
北
1

犬
山
3

刈
谷
2

碧
南
1

横
須
賀
1

県
外
3
6
名

（
肢
阜
）

岐
阜
工
3

垣
工
2

岐
阜
北
1

成
章
1

陵
商
工
2
　
／
犬

長
良
3
　
岐
阜

関
1
　
揖
斐
1

益
由
1
　
不
破
1

（
三
重
）
8

四
日
市
3
　
桑
名
1
　
松
阪
1

津
　
1
　
伊
勢
1
　
海
星
1

（
其
他
）
1
2

東
京
竃
機
大
附
属
、
同
都
立

港
工
、
同
京
王
、
大
阪
桜
塚

高
、
和
歌
山
桐
蔭
、
石
川
二

水
、
新
潟
南
、
長
野
木
曽
西

静
岡
新
居
、
福
井
藤
島
各
1

名
、
福
井
敦
賀
2
名

新
大
学
の
基
礎
築
く

堂
々
た
る
教
授
陣
容

教
授
陣
も
名
古
屋
大
学
の
電

気
化
学
教
室
の
主
任
教
疫
で
あ

っ
た
佐
々
木
熊
三
先
生
、
京
都

大
学
大
学
院
で
物
理
を
専
攻
し

て
い
た
鵜
飼
正
和
先
生
、
名
大

電
気
工
学
科
出
身
の
梅
沢
秀
隆

先
生
、
広
島
大
学
体
育
学
科
出

身
の
川
村
先
生
が
新
し
く
専
任

と
し
て
赴
任
せ
ら
れ
、
安
井
、

竹
松
、
西
沢
、
鈴
木
各
教
授
方

と
共
に
新
大
学
の
基
礎
を
築
く

べ
く
大
い
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
。

を．三　ど
誇　○　を
る　○　そ
逓＿毒し遮

代Y　え

発
竃
室
（
一
階
）

的
変
電
窒
（
二

階
）
各
種
電
気
機
械
、
電
子
工

学
実
験
器
具
の
完
備
し
た
一
階

と
二
階
、
声
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
製

図
窒
（
三
階
）
、
落
ち
請
い
た
感

じ
の
物
理
化
学
教
室
（
四
階
）
］

名
電
中
学
校
改
め
、

大
学
附
属
中
学
校

校
長
に
後
藤
淳
先
生

従
来
の
名
電
中
学
校
は
昭
和

三
十
四
年
四
月
一
日
よ
り
名
古

屋
電
気
大
学
附
属
中
学
校
と
改

称
き
れ
校
長
に
は
後
藤
淳
先
生

が
就
任
妻
れ
ま
し
た
の
で
早
速

次
の
よ
づ
な
就
任
の
御
抱
負
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
五
階
に

は
F
M
放
送
設

備
が
も
う
け
ら

れ
る
予
定
で
放

送
室
、
調
整

室
、
第
一
第
二

ス
タ
ジ
オ
等
が

完
成
の
暁
に
は

母
校
よ
り
電
波

が
四
方
八
方
に

と
ん
で
、
こ
の

一
「
教
育
の
波
』
が

遠
く
関
東
関
西

に
押
し
ょ
せ
乗

り
こ
え
て
行
く

こ

と

で

し

ょ

う
。
ま
た
全
面

は
開
放
式
の
廊

下
が
つ
け
ら
れ

る
た
め
に
、
明

る

く

ス

マ

ー

ト

な
建
築
美
は
、

東
海
の
新
し
い

名
所
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

母校の偉容（点線は新実習館建設予定）

欧
米
で
活
躍

だ
ま
だ
住
所
や
動
先
の
不

反
響
よ
ん
だ

同
窓
会
名

本
年
始
め
に
出
来
上

簿
は
各
支
部
、
各
職
場

と
な
り
、
本
部
へ
は
注

謝
苦
情
な
ど
の
声
が
続

い
込
ん
で
い
る
が

部
の
大
量
注
文
を
始
め

愛
知
電
機
、

装
、
中
電
、
関
霞
、

社
、
ク
ラ
ス
会
個
人
な

れ
に
朝
鮮
や
中
国
か

が
あ
る
有
様
で
係
員
は

し
て
作
っ
て
よ
か
っ

ろ
こ
ん
で
い
る
。

会
員
が
相
当
あ
る
し
そ

姪
き
れ
た
人
、

自
営
の
揚

寓
話
番
号
な
ど
を
も
っ

て
正
確
を
期
し
た
い
の

榛
の
御
協
力
を
更
に
希

す
」
と
い
う
係
員
の
声

お
と
し
て
は
な
ら
な
い

欧
米
の
視
察
と
、
イ

で
開
か
れ
る
国
際
電
熱

出
席
の
た
め
外
遊
中
の

学
顧
問
篠
原
卯
吉
先
生

旨
次
の
よ
う
な
お

ま
し
た
。

『
先
月
桑
港
に
諾
い
で

ヶ
月
に
わ
た
り

視
察
並
に
講
演
い

た
。
米
国
の
大
学

後i藤淳先生

『
第
－
に
文
字
通
り
心
身

共
肇
健
全
な
少
年
を
作
る

べ
べ
努
力
し
た
い
。
第
二

に
燃
え
た
つ
学
習
意
欲
を

いよ　るむ
めうー京一二惑
に楽に
導しな

ら

ぬ
よ
う
、
明

く
勉
強
で
き
る

て
や
り
た

伝
統
あ
る
学
園
発
展

の
一
翼
と
し
て
、
大
学
の
附

属
中
学
校
の
充
実
を
は
か
る

つ
も
り
で
す
。
』

な
お
大
学
高
校
の
発
展
に
伴

っ
て
中
学
校
入
学
志
聖
者
も
激

増
し
、
本
年
度
は
募
集
人
員
数

を
大
き
く
上
廻
り
ま
し
た
。

期
待
さ
れ
る

軟
式
野
球
部

P
T
A
の
活
酸
化
、
生
徒
会

の
確
立
と
大
き
く
前
進
し
て
い

る
付
属
中
学
校
に
軟
式
野
球
部

が
復
活
し
た
。
名
電
中
学
野
球

部
は
数
年
前
に
も
活
躍
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、
今
回
は
部
員
鋤

名
の
一
大
ク
ラ
ブ
で
磯
村
、
星

各
両
先
生
の
熱
心
な
指
導
の
も

と
、
連
日
練
習
に
は
げ
ん
で
お

り
、
そ
の
将
来
は
大
い
に
期
待

さ
れ
て
い
る
。

方
、
産
業
界
と
の

に
つ
い
て
見
る
べ

が
多
か
っ
た
と
思

特
に
工
学
部
と
し

に
は
非
常
に
得
る

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
英
国
な

っ
て
会
議
に

で
す
。
い
づ

ち
く
わ
し
く
ご
報

ま
す
が
、
ま
づ
は

ま
で
。
四
月
十
三

急
　
告

しノ蔓尋．て五 一
，い百
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各種分電盤 製作
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名 草 屋 市 塙 ＼速 度 車 両 の 概 要 ，①腰上

田∴ 中： 英　 知　 敏
（名古屋市交通局車両課電車計画係長）

は　し　が　き

東京，大阪についで日本で3番目の地下鉄として昭和32年11

月15日に発足した，名古屋市の地下鉄の車両について簡単に御

紹介したいと思います。

戦後10年，航空機はじめ自動車等交通機関の発達はすはらし

く，それに伴う車両工業技術の日進月歩は目をみはらせるもの

があります。その事両技術の粋を集め，3S方式すなわち安全

（Safe），迅速（Speedy），静聴（Silent）を設計の基本方針と

して製作されたのが名古屋の地下鉄車両であり：車高界の最高
水蜂を行ぐものであります。

3Sの中で安全と迅速は交通機関誕生の当初からその生命と

して関係者が真剣に取組んで来た課題でもり，絶えざる進歩を

続けて来たのであります。しかし静粛の点に関しては乗心地の

向上と環境衛生的見地から特に最近関心をもってこられ，殊に

トンネル内に於げろ騒音の減少については苦心を重ねてい、るめ

で為ります。

ニ安全とは事態欒蕪＿に蔓る三宅が理想でありますが・各種電
気機器を初め複雑な装備をした数十トンの車両が6海m佃以上
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金　華、　　内

の速度で走り，絶えず起動，停止を繰返すのですから，故障が

万に一つ起きないとも限りません。そこで例え故障が起きて

も，地下隊道内で最も恐るべき火災については万全を期し，絶

対に燃えないよう考慮されています。

迅速の点では，都市内の交通機関で登りますので，当然駅間

距離は短くなりlhm以下になりますから，最高速度を高くす

るより加速度，減速度を大きくして平均速度を上げる必要があ

ります。

静粛では最も苦心した点で，アメリカのP．C．C．車を参考に

し，路面電車でいわゆる無音電車を製作し4年間に亘る実地試

験の結果，直角カルダン軸式駆動と脳性車輪を使用するのか最

も効果的であるとの結論を出しました。

では車両の一般論は別の機会に譲るとして次の菜の花黄色の

地下鉄車両について特長を専心こして大略を述べましょう。

主　　要　　項　　目

モハ100型

101，）112

全金属製二軍由ボギー電動車

間
　
貴
　
重
　
法寸

”
大

軌
　
定
（
自
　
最

電　気　方　式

車　輪　直　径

車軸間距離

駆　動　方ノ　式

主　電　動　機

制　御　装　置

プレー′キ装置

1，435mm

115人（内座席46人）

22io72

長さ×巾×高さ

15900×2，500×3，360mm

D．C．600V，第3軌条式

762mm（弾牲車輪）

1，800mm

直角軸自在接手式

300V，40KW x4台

多段式自動総括制御

SMEE型竃空併用プレrキ

主要運転性能

1時間定格速度

平坦線路上の加速度

平坦線路上の滅速度

平坦線路上の最南速度薯

表　定　速　度、i

34kmlh

3km／h／SeC

4km／h／sec

70局mlh

3録mlh

車　　　　体

軽く丈夫で燃えない車体というのが設計の目標である。骨組

ぐ台枠，鋼体）はもちろん，外接や内張，′天井もすべて金属を使

用し，腰掛の表地もビニロンやサラン等の化繊を用い，吊革の

ようなものまでビニール製品を使っている。床は波形鋼板を台

枠に熔接し．その上に10mmのコルク板を敷き．更に3mm

のロンリウムをその上に贈ってあるので，不燃性の上に防音効

果も非常に大きい。防音の点では外板の内別や屋根裏にイソフ

レックスといわれている紙状の化学製品を陽音材として貼って

あるが，防音を完全にするためには窓を固定式にして2重ガラ

スを使う必要がある。

出入口は片側3ヶ所に巾11100mmのものを設け乗降速度を

早くする’ようにし，窓は上下2枚式で，上窓は大きく下降して

夏季の車内換気が十分できるよ′うにし，下窓は約80mm上昇

し座っている人への通風をよくし，しかも顔や腕を窓から出す

危険性を防いでいる。

乗務員室は全長が鰻いため‾できるだけ乗客の収容力を大きく

するためと，連結側に運転台を無駄をなくするために片側だけ

とし，2両永久編成の様式をとった。又連結側も貫通路の巾を

大きくとり扉も設けず，あたかも一両のような感じを与えてい

る。（以下次号）

台
　
車
　
の
　
外
　
観

私
は
、
こ
の

健
全
な
音
楽
の

普
及
率
を
高
め
、
低
俗
音
楽
を

駆
逐
し
明
る
い
社
会
建
設
の
た

め
に
次
の
三
点
を
強
調
し
た
い

そ
の
一
つ
は
室
外
演
奏
を
今

迄
よ
り
も
よ
り
多
く
持
つ
こ
と

を
あ
げ
た
い
。
だ
ん
だ
ん
楽
器

も
増
加
し
て
三
十
人
以
上
の
編

神

く
る
事
に
な
る
。
指
導
者
も
い

い
気
持
ち
に
な
り
得
意
に
な
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
充
実
し
て
く
る
と
得
て
し
て

室
内
の
演
奏
は
か
、
り
と
な
り
室

外
演
奏
特
に
吹
奏
楽
の
卓
越
性

を
誇
る
と
こ
ろ
の
行
進
演
奏
を

・
納
　
　
照

の
人
々
に
聴
い
て
も
ら
う
べ
き

で
お
る
と
思
う
。
大
衆
は
見
る

事
、
聴
く
事
に
よ
っ
て
関
心
を

持
ち
理
解
に
進
む
の
で
あ
る
。

そ
の
二
は
演
奏
曲
目
に
つ
い

て
で
あ
る
。
演
奏
曲
目
は
演
奏

団
体
や
そ
の
指
揮
者
の
好
み
に

決
し
て
迎
合
で
あ
る
と
き
め
つ

け
る
事
は
で
き
な
い
。
指
導
者

の
見
栄
や
変
な
i
権
威
を
示
す
た

め
の
曲
目
撰
定
で
養
っ
て
ほ
な

ら
な
い
と
思
う
。

も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
蘭

に
自
己
の
音
楽
的
教
義
は
も
晶

ろ
ん
、
人
間
的
な
も
の
を
も
養

い
高
め
て
ゆ
く
車
が
で
き
る
の
一

で
あ
る
、
。
（
中
部
日
本
吹
奏
楽

連
盟
理
事
長
）

普
友
き
れ
つ
つ

あ
る
。

吹
奏
楽
の
普
及
に
努
め
よ
う

吹
奏
楽
は
大
衆
的
音
楽
で
あ

る
。
ま
た
大
衆
を
対
照
と
し
て

行
わ
れ
る
音
楽
で
奉
る
と
誰
も

言
う
。
ま
こ
と
に
そ
の
通
り
で

あ
る
。
近
時
中
学
校
を
始
め
高

等
学
校
に
も
秋
蝉
に
も
、
ま
た

職
場
に
於
て
斌
孫
々
で
は
ぬ
る

が
新
設
を
見
、

戌
に
な
り
、
演
奏
曲
目
も
マ
ー

チ
、
ワ
ル
ツ
、
オ
ー
バ
ー
チ
ユ

ア
ー
等
を
合
せ
て
二
、
三
十
曲

も
あ
り
、
オ
ペ
ラ
も
の
の
抜
奉

曲
も
二
、
三
こ
な
す
程
度
に
進

む
と
そ
の
地
方
で
は
ま
づ
優
秀

な
バ
ン
ド
と
し
て
認
め
ら
れ
て

避
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
多
い

よ
う
で
為
る
。
ど
ん
な
よ
い
音

楽
で
も
自
分
達
だ
け
で
一
つ
の

部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
楽
し
み

満
足
し
て
い
る
の
で
は
普
及
も

進
歩
も
な
い
。
溝
新
発
測
た
る

こ
の
吹
奏
楽
を
な
る
べ
く
多
く

ム
の
中
に
入
れ
た

よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
事
が
多
い

が
聴
衆
を
考
慮
に
入
れ
た
い
¢

大
衆
に
関
心
を
持
た
せ
理
解
さ

せ
る
た
め
に
は
∴
聴
衆
の
層
に

応
じ
た
曲
を
も
そ
の
プ
ロ
ゲ
ラ

そ
の
三
は
そ
の
所
属
団
体
の

た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
の
事
で
あ

る
が
、
ま
た
そ
の
地
域
社
会
の

た
め
に
も
奉
仕
す
る
こ
と
を
あ

げ
た
い
。
せ
っ
か
く
立
派
な
楽

団
に
育
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
そ

の
演
奏
を
も
っ
て
社
会

に
蕃
任
し
た
い
も
の
垂

あ
る
。
こ
の
演
奏
の
泰

仕
に
よ
っ
て
社
会
に
貢

献
す
る
は
言
う
に
及
ば

ず
、
演
奏
者
自
身
も
ま

た
楽
し
み
な
が
ら
し
森

い
る
。
「
優
勝
の
呼
び
声
高
い
申
商
の

対
抗
馬
は
、
愛
知
商
、
名
電

高
、
享
楽
商
、
東
邦
高
の
四

校
」
で
あ
り
「
名
電
高
も
第
一

次
予
選
四
試
合
に
全
部
コ
ー
ル

ド
ゲ
ー
ム
勝
ち
を
演
じ
る
健
棒

を
ふ
る
い
、
加
え
て
左
腕
の
好

名電野球部

五
月
十
六
日
の
「
中

日
ス
ポ
t
i
．
ツ
」
は
「
春

の
県
高
校
野
球
」
を
展

望
し
、
－
名
電
野
球
部
に

次
の
様
な
期
待
を
し
て

技
手
三
島
を
立
て
て
破
竹
の
蟄

い
て
い
る
」

な
お
、
最
近
の
戦
績
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

名
　
電
　
7
　
－
　
0
　
昭
和
高

名
　
電
　
1
2
～
－
1
1
　
愛
知
工

名
　
電
　
1
3
　
－
　
2
　
南
山
高

名
　
電
　
7
　
－
　
0
　
東
海
高

名
　
霞
　
目
1
0
　
旭
　
丘

名
　
電
　
5
　
－
　
0
／
　
市
工
業

名
　
電
　
0
　
－
　
4
1
東
邦
商

名
　
電
　
1
　
－
　
1
　
一
富
商

名
　
電
　
4
　
－
　
3
　
一
宮
商

、
ク
左
腕
の
好
投
手
三
島
〟

中
日
ス
ポ
ー
ツ
が
期
待

磯
　
村
　
義
　
邦

（
野
球
部
後
援
会
長
）

対
一
宮
商
戦
は
一
宮
高
校
グ
ラ
ン

ド
に
於
て
一
宮
フ
ァ
ン
環
視
の
も
と

に
行
わ
れ
た
。
我
方
四
回
に
兼
康
の

爽
快
な
大
本
塁
打
に
よ
る
一
点
i
の
先

行
も
忽
ち
五
回
同
点
に
追
い
つ
か
れ

一
対
一
の
ま
ゝ
延
長
十
二
回
、
遂
に

勝
敗
を
決
し
得
ず
日
没
の
た
め
引
分

け
、
翌
日
又
も
や
十
二
回
の
延
長
戦

を
演
じ
一
死
満
塁
の
好
機
に
遊
撃
手

を
誤
ら
せ
終
に
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
と
な
っ

た
。
一
勝
を
得
る
た
め
延
々
二
十
四

回
を
要
し
た
の
は
相
手
の
投
手
の
好

投
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
第
一
戦
に

一
基
の
ラ
ン
ナ
ー
が
四
人
ま
で
も
巧

み
な
牽
制
球
に
刺
さ
れ
た
凡
ヘ
ッ
ド

は
余
り
に
も
研
究
心
不
足
を
か
こ
だ

し
め
た
。
然
る
に
第
二
日
に
は
度
々

の
出
塁
に
一
度
も
比
の
様
な
愚
を
繰

返
す
こ
と
な
く
大
い
に
敵
を
圧
し
苦

当
閲
の
末
に
勝
利
を
も
た
ら
し
た
こ
と

は
、
今
後
の
仕
合
運
び
の
上
に
必
ら

ず
や
プ
ラ
ス
と
な
る
こ
と
と
信
じ
且

念
じ
て
い
る
。
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